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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はspontaneously hypertensive rats（SHR）を用いて排尿測定と膀胱の時計遺伝

子を解析し、SHRにおける時計遺伝子と膀胱機能障害の関連について検討したものである。

その結果、Control群において1回排尿量は休息期に比較して活動期で有意に低下していた

が、SHR群の1回排尿量は休息期と活動期で有意差を認めなかった。Control群に比較してSHR

群ではCry2とClockは活動期のすべての時間において有意に上昇していた。以上よりSHRに

おいて活動期のCry2とClockの上昇はTRPV1、TRPV4、VNUT、Piezo1の上昇を介して活動期の

膀胱容量低下に関与していることが判明した。本論文の内容は病態下での膀胱時計遺伝子

の新たな機序を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


